




 

「聴覚障害を有する重複障害児並びに重度脳障害児の聴力障害の診断と訓練に関する研

究」。これを設定した理由は,今日幼児難聴の診断学やリハビリテーションは方法論的に一

応確立し,実践的にもみるべき成果を上げつつあるのに対し,重度障害児における聴覚障害

の問題はほとんど顧みられていないからである。この問題を打開するためにわれわれは 

①重度障害児における聴覚障害の実態を知る,②聴覚障害の診断上の問題点と対策を明ら

かにする,③補聴器の装用法とその効果を明らかにするの 3 点に焦点を当てて研究を進め

てきた。 


